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当
町
へ
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

へ
取
組
む
企
業
の
活
動
を
広
く

周
知
し
、
積
極
的
に
取
組
む
企

業
を
応
援
す
る
た
め
、
令
和
５

年
度
か
ら
「
上
富
田
町
ま
ち
づ

く
り
応
援
企
業
制
度
」
を
創
設

し
、
登
録
し
て
い
た
だ
け
る
企

業
等
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
登
録
い
た
だ
い
た
応
援
企
業

に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
活
動
内
容
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

対 

町
の
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
組
む
意
欲
が
あ
り
、
次
の

条
件
を
全
て
満
た
す
企
業
や
個

人
事
業
主

(

１) 

営
利
を
目
的
と
し
た
企
業

（
個
人
事
業
主
、
企
業
組
合

を
含
む
）
ま
た
は
当
該
企

業
を
構
成
員
と
す
る
任
意

団
体
等

(

２)

町
内
に
所
在
す
る
企
業
ま

た
は
町
と
協
定
等
を
締
結

し
て
い
る
町
外
に
所
在
す

る
企
業

(

３) 

町
税
、
法
人
税
並
び
に
消

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

対
象
と
な
る
事
業 

(

１) 

防
災
・
災
害
対
策

(

２) 

情
報
発
信
・
広
報

(

３) 

イ
ベ
ン
ト

(

４) 

子
育
て
支
援

(

５) 

福
祉
増
進

(

６) 

健
康
増
進

(

７) 

観
光
振
興

(
８) 

教
育
・
文
化
振
興

(
９) 
地
域
と
の
連
携
・
協
力

(

10)
環
境
美
化
・
景
観
保
全

(

11)

防
犯
対
策

(

12)

そ
の
他

申 ●
登
録
申
込
書
の
提
出

　
　
　
↓

●
町
に
よ
る
審
査

　
　
　
↓

●
実
績
報
告
書
の
提
出
（
毎
年
）

　
　
　
↓

●
町
Ｈ
Ｐ
等
で
の
公
表

問 

振
興
課

企
画
・
商
工
観
光
班

（
⑧
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
０

上
富
田
町
ま
ち
づ
く
り
応
援
企
業
制
度
の
創
設

従来のお支払方法（金融機関窓口・コンビニ・スマホ決済アプリ・口座振替）は引き続きご利用いただけます。

ご利用しやすい方法で納期内に納付をお願いします。

 税務課収納班　☎　３４－２３７１

町税の納付書に　「　マーク」・「eL-QR」・「eL番号」があれば
スマホ決済アプリやパソコンで地方税お支払サイトにアクセスして町税の納付ができます。

エ ル エ ル

地方税お支払サイト…インターネット上に公開される地方税お支払サイトを利用して納付します。

（納付方法は、クレジットカード・インターネットバンキング・口座振替・ペイジー番号発行による納付です。）

スマホ決済アプリ…スマホのアプリで「eL－QR」を読み取って納付できます。

※お支払にはQRコードの読み取りや「eL 番号」の入力が必要となります。

　くわしくは地方税お支払サイトをご覧ください。

問

「地方税お支払サイト」

令和５年４月から町税のお支払方法が追加されます！

地方税お支払サイト： https://www.payment.eltax.ita.go.jp/
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令
和
５
年
４
月
か
ら
、
各
手

当
の
支
給
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
４
年
の
物
価
変
動
率
を

踏
ま
え
、
2.5
％
の
引
き
上
げ
と

な
り
ま
す
。
各
手
当
の
支
給
額

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
は
所
得
に
よ

　
り
支
給
額
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

問 

福
祉
課
（
④
番
、
⑤
番
窓
口
）

　
☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
上
富
田
町
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
在
宅
さ
れ
て
い
る
（
施
設

入
所
者
は
除
く
）
重
度
心
身
の

障
害
を
お
持
ち
の
方
は
、
福
祉

タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の
申
請
が
で

き
ま
す
。

　
対
象
者
１
人
年
一
冊
（
12
枚

つ
づ
り
）
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
必
要
な
方
は
福
祉
課
福
祉

班
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２

級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ

２
に
該
当
す
る
方
。

助
成
内
容 

タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
際
、
基
本
料
金
相
当
額
を

助
成
。

利
用
方
法 

タ
ク
シ
ー
利
用
時

に
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
と

身
体
障
害
者
手
帳
等
本
人
確
認

書
類
を
提
示
す
る
。

持 

・
交
付
申
請
書

　
・
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
写
し

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（

⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
先
般
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
し
た
日
本
赤
十
字
社

の
活
動
資
金
に
つ
き
ま
し
て
、

１
０
７
万
６
，
１
５
０
円
を
お

寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
令
和
５
年
２
月
末
現
在
）

　
ご
報
告
か
た
が
た
、
皆
様
の

あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
対
し
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

く
活
動
資
金
に
支
え
ら
れ
、
日

本
赤
十
字
社
は
、
世
界
各
地
で

の
救
援
活
動
は
も
と
よ
り
、
国

内
で
の
災
害
救
援
・
救
護
活
動
、

血
液
事
業
、
医
療
活
動
、
社
会

福
祉
事
業
な
ど
の
活
動
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
日
本
赤
十
字
社
の

活
動
に
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（

⑤
番
窓
口
）

　
☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

児
童
扶
養
手
当
等
の
額
改
定
お
知
ら
せ

令
和
４
年
度
日
本
赤
十
字
活
動
資
金

～
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

対 

日
本
国
籍
を
有
し
、
自
衛
隊

法
第
38
条
に
該
当
し
な
い
者

幹
部
候
補
生

①
一
般
（
大
卒
）

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
、

22
歳
未
満
の
者
は
学
校
教
育

法
に
基
づ
く
大
学
を
卒
業
し

た
者
（
令
和
６
年
３
月
卒
業

見
込
み
含
む
）

②
一
般
（
院
卒
）

修
士
課
程
修
了
者
等
（
見
込

含
）
で
20
歳
以
上
28
歳
未
満

の
者

③
歯
科

専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）

20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者

④
薬
剤
科

専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）

20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者

（
受
験
資
格
の
詳
細
に
つ
い
て
は

下
記
問
い
合
わ
せ
先
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

一
般
曹
候
補
生

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

（
32
歳
の
者
は
、
採
用
予
定
月

の
末
日
現
在
、
33
歳
に
達
し

な
い
者
）

試
験
日
程 

幹
部
候
補
生

〇
受
付
期
間

　
４
月
14
日
㊎
ま
で

〇
試
験
日

　
４
月
22
日
㊏
【
共
通
】

　
４
月
23
日
㊐

【
飛
行
要
員
の
み
】

〇
試
験
会
場
（
予
定
）

　
自
衛
隊

和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁
舎

一
般
曹
候
補
生

〇
受
付
期
間

　
５
月
９
日
㊋
ま
で

〇
試
験
日

　
５
月
19
日
㊎

　
５
月
20
日
㊏

　
５
月
21
日
㊐

　
　
　
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

〇
試
験
会
場
（
予
定
）

　
和
歌
山
県
民
文
化
会
館

　
特
設
会
議
室

問 

自
衛
隊和

歌
山
地
方
協
力
本
部

田
辺
地
域
事
務
所

☎ 

２
４
‐
６
２
１
９

 

令
和
５
年
度  

自
衛
官
募
集

福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の

交
付
申
請

児童扶養手当 令和4年4月から 令和5年4月から

第１子支給額
全部　43,070円
一部　43,060円～10,160円

全部　44,140円
一部　44,130円～10,410円

第２子加算額
全部　10,170円
一部　10,160円～　5,090円

全部　10,420円
一部　10,410円～　5,210円

第３子以降
加算額

全部　　6,100円
一部　　6,090円～　3,050円

全部　　6,250円
一部　　6,240円～　3,130円

令和4年4月から 令和5年4月から

特別児童扶養手当
1級　52,400円
2級　34,900円

1級　53,700円
2級　35,760円

特別障害者手当 　　　　27,300円 　　　　27,980円

障害児福祉手当 　　　　14,850円 　　　　15,220円
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令
和
５
年
２
月
23
日
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
し
い
農
業
委

員
が
町
長
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
農
業
委
員
会
よ
り
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
　
期

　
令
和
５
年
２
月
24
日

　
　
　
～
令
和
８
年
２
月
23
日

　
　
　

会
　
　
長
　
田
上
　
彰
伸

会
長
代
理
　
小
倉
　
紳
示

農
政
班
長
　
前
地
　
孝
俊

農
地
班
長
　
森
　
　
隆

　
農
業
委
員
は
、
農
地
の
権
利

移
動
や
農
地
転
用
の
申
請
受

付
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

解
消
等
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

は
担
当
区
域
内
の
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入

の
促
進
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま

す
。

農
業
委
員

小
倉
　
紳
示
　
　
小
野
　
博

小
山
　
全
美
　
　
田
上
　
彰
伸

福
田
　
和
晃
　
　
前
地
　
孝
俊

森
　
　
隆
　
　
　
山
際
　
郁
広

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

下
鮎
川
・
市
ノ
瀬
北
岸
地
区

田
上
　
誠
洋

市
ノ
瀬
南
岸
地
区 

宮
本
　
正
明

岩
田
地
区
　
　
　 

山
本
　
徳
康

岡
（
上
岡
）
地
区
　 

麳
　
　
充

岡
（
下
岡
）
地
区 

平
田
　
博
信

生
馬
地
区
　
　
　 

山
本
　
哲
也

朝
来
地
区
　
　
　 

田
中
　
允
雄

問 

振
興
課
　
農
林
水
産
班

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

（
⑦
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
０

【カード】住民課 住民・環境班(①番窓口) 【ポイント】振興課 企画・商工観光班(⑧番窓口)　☎47－0550問

2万円分のチャージ
またはお買い物で +
最大5,000円分

最大20,000円分の
健康保険証としての
利用申込みで

7,500円分
+ ＝

公金受取口座
の登録完了で

マイナポイントがもらえる7,500円分

マイナポイント第2弾の申込み期限が令和５年５月末まで延長されました!

マイナンバーカード・マイナポイント　休日・夜間窓口

※住所異動の手続きや住民票・戸籍等の発行は行えません。
　手続きに必要なものは事前にお問い合わせください。

時

場

休日：４月２３日㊐、5月14日㊐　午前９時～正午、午後1時～午後４時

夜間：４月６・１３・２０・２７日　毎週木曜日　午後７時まで

役場特設窓口（正面玄関を入ってすぐ）

ポイントをもらうためには 申込みに必要なもの
①2月末までにマイナンバーカードの交付申請した方
②キャッシュレス決済サービスをひとつ用意する。
③カードを受け取ってから令和5年５月末までにマイ
ナポイントを申し込む。健康保険証としての利用申
込み、公金受取口座の登録をする。

①マイナンバーカード（数字4桁の暗証番号が必要です）
②登録するキャッシュレス決裁サービス（電子マネー等）
③公金受取口座を登録する方は、口座の情報がわか
るものをご用意ください。

ご
紹
介

　
新
し
い
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

ご
紹
介

　
新
し
い
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
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地
震
発
生
時
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
倒
壊
に
よ
る
通
行
人
等
へ

の
被
害
の
軽
減
や
、
避
難
路
の

寸
断
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
に

対
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
補
助

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

補
助
対
象
者
　
　
　
　

　
町
内
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

を
所
有
す
る
個
人
・
法
人
・
自

治
会
等

補
助
対
象
事
業

　
避
難
路
に
面
し
、
地
震
発
生

時
に
お
け
る
倒
壊
ま
た
は
転
倒

の
危
険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
を
撤
去
す
る
も
の

補
助
金
の
額

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
に
要
す

る
費
用
（
実
費
）
と
撤
去
す
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
㎡
に
つ
き
８
，

０
０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
額
と

比
較
し
て
、
い
ず
れ
か
少
な
い

金
額
の
３
分
の
２
以
内
。

上
限
１
０
０
，
０
０
０
円

　
現
在
、
稲
葉
根
王
子
跡
近
く

の
水み

ず

ご

り

ば

垢
離
場
跡
地
に
水
垢
離
体

験
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
そ
の
完
成
を
記
念
し
て
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
や
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

時 

４
月
９
日
㊐

午
前
10
時
～

場 

稲い

な

ば

ね

葉
根
王
子
前
広
場

水
垢
離
場
跡
地

内 

・
セ
レ
モ
ニ
ー
・
餅
ま
き

　 

・
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
（
八
上
王

　
　 

子
か
ら
稲
葉
根
王
子
ま
で
）

　
　 

八
上
王
子
を
8
時
出
発

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

費 

無
料

定 

20
人

※
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
４
月
６
日
㊍
ま

で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

口
熊
野
か
み
と
ん
だ

観
光
案
内
所

☎
３
３
‐
９
６
１
０

かみとんだ観光だより　（第２号）

稲葉根王子跡に水
み ず ご り

垢離体験施設が完成
オープニングセレモニー・ガイドツアーを開催 !

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

　
　
撤
去
費
用
補
助
金

ご
案
内

　
町
で
は
、
地
震
に
対
す
る
住
宅
の
安
全
性
の
向
上
を
図
り
、
地
震
に
強

い
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
「
住
宅
耐
震
診
断
お
よ
び
改
修
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。

耐
震
診
断
に
つ
い
て

　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
、
平
屋
ま
た
は
二

階
建
て
で
、
延
べ
床
面
積
が

４
０
０
㎡
以
下
の
木
造
住
宅
を

対
象
。
住
宅
耐
震
診
断
士
が
、

耐
震
度
を
診
断
し
、
総
合
評
点

に
よ
り
判
定
を
行
い
ま
す
。

　
耐
震
診
断
費
用
の
個
人
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
先
着
40
件
）

耐
震
改
修
に
つ
い
て

□
対
象
建
物

　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
結
果
、

総
合
評
点
が
基
準
以
下
の
住
宅

に
つ
い
て
補
助
し
ま
す
。

□
耐
震
補
強
設
計
・
耐
震
改
修
工
事

　
最
大
１
１
６
万
６
千
円
を
補

助
し
ま
す
。
　
　  

（
先
着
15
件
）

※
令
和
５
年
度
耐
震
診
断
の
受

付
は
令
和
６
年
１
月
31
日
㊌
ま

で
と
な
り
ま
す
。

※
募
集
件
数
は
、
申
し
込
み
状

況
に
よ
り
増
減
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
些
細
な
事
で
も

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課
庶
務
・
危
機
管
理
班

　
　
　（
⑪
番
窓
口
）

 

　
　 

☎
４
７
‐
０
５
５
０

申
請
期
限

令
和
６
年
２
月
29
日
㊍
ま
で

問 

総
務
課 

庶
務
・
危
機
管
理
班

　
　
　（
⑪
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０

　
任
期
満
了
に
伴
う
上
富
田
町

市
ノ
瀬
財
産
区
議
会
議
員
一
般

選
挙
が
３
月
７
日
に
告
示
さ
れ
、

定
数
９
名
の
と
こ
ろ
、
同
数
の

立
候
補
届
出
の
た
め
無
投
票
当

選
と
な
り
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
５
年
３
月
19
日

か
ら
令
和
９
年
３
月
18
日
ま
で

の
４
年
間
。

当
選
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お

り（立
候
補
届
出
順
・
敬
称
略
）

美
濃
　
豊
　
　
無
所
属
・
現

樫
山
　
巧
　
　
無
所
属
・
現

秋
月
　
秀
公
　
無
所
属
・
現

榎
本
　
敏
　
　
無
所
属
・
現

中
川
　
光
治
　
無
所
属
・
新

池
口
　
公
二
　
無
所
属
・
現

立
岩
佳
都
二
　
無
所
属
・
現

山
本
　
睦
照
　
無
所
属
・
現

宮
本
　
正
明
　
無
所
属
・
現

市
ノ
瀬
財
産
区

議
会
議
員
決
ま
る

耐
震
診
断
と
耐
震
改
修  

お
知
ら
せ
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麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
（
Ｍ
Ｒ
）
Ⅱ
期
の
予
防
接
種

を
す
る
時
期
で
す
。

　
接
種
期
限
間
近
の
駆
け
込
み

は
、
突
然
の
体
調
不
良
等
で
期

限
内
に
接
種
で
き
な
く
な
る
原

因
に
な
り
ま
す
。

　
余
裕
を
も
っ
て
接
種
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

〆:

令
和
６
年
３
月
31
日

麻
し
ん
（
は
し
か
）
と
は
？

　
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
空
気
感

染
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　
非
常
に
感
染
力
が
強
く
、
免

疫
の
な
い
人
が
感
染
を
受
け
る

と
ほ
ぼ
１
０
０
％
発
病
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
重
症
化
す
る
と
肺
炎
や
脳
炎

を
引
き
起
し
、
命
が
危
険
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

風
し
ん
と
は
？

　
飛
沫
感
染
に
よ
る
急
性
ウ
イ

ル
ス
性
発
疹
症
で
す
。

　
発
疹
、
発
熱
な
ど
の
症
状
は

比
較
的
軽
い
病
気
で
す
が
、
妊

娠
初
期
に
妊
婦
が
感
染
す
る
と

胎
児
に
ま
で
感
染
し
、
先
天
性

異
常
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　４月から国の制度である「出産・子育て応援給付金」に加えて、「かみとんだ未来応援給付金

制度」を新たに創設します。

　妊娠時と出産後にそれぞれ申請することにより、２５，０００円の上富田町独自の経済的支援が

上乗せして給付されます。

　育児用品の購入や産後ケアの利用の自己負担分、自費の予防接種費用などにご活用ください。

かみとんだ　未来応援給付金制度のご案内

手続きの流れ（イメージ図）

「母子健康手帳交付時（①）」および「赤ちゃん訪問時等（②）」に、

保健師・助産師が申請方法についてお知らせします。

申

上富田町に住民登録のある方で

①令和５年４月以降に妊娠届を出された妊婦

②令和５年４月以降に出生した児童の養育者

対

 

 

 

 

伴走型相談支援

50,000円

25,000円

50,000円

25,000円

　　　　　：出産・子育て

応援給付金

全国

　　　：かみとんだ

未来応援給付金

町

平
成
29
年
４
月
２
日
～

平
成
30
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
へ
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
と

し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
そ

の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電
話
や

窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も
訪
問
し

ま
す
。
費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
事
業
は
、
認
知
症
な
ど

で
徘
徊
症
状
の
あ
る
方
が
、
万

が
一
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
場

合
に
関
係
協
力
機
関
の
協
力
の

も
と
早
期
に
発
見
で
き
る
よ
う

体
制
を
整
備
す
る
事
業
で
す
。

　
ご
家
族
等
よ
り
事
前
に
情

報
（
住
所
・
氏
名
・
行
き
つ
け

の
場
所
・
移
動
手
段
・
緊
急
連

絡
先
・
顔
写
真
な
ど
）
を
町
に

登
録
い
た
だ
く
こ
と
で
、
万
が

一
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
に

も
、
登
録
情
報
を
も
と
に
協
力

機
関
と
連
携
し
、
迅
速
に
捜
索

協
力
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
登
録
時
に
見
守
り
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
シ
ー
ル
を
配
布
し
、
衣

服
や
靴
な
ど
に
張
り
付
け
て
使

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

徘
徊
等
が
発
生
し
た
場
合
に
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話
で
読
み

取
る
こ
と
で
、
町
や
警
察
の
連

絡
先
が
表
示
さ
れ
、
徘
徊
さ
れ

た
方
の
保
護
や
家
族
へ
の
連
絡

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
え
ま
す
。

※
見
守
り
シ
ー
ル
を
身
に
つ
け

た
方
が
お
困
り
の
場
合
に
は
携

帯
電
話
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
、
表
示
さ
れ
る
連
絡
先
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

時 

４
月
６
日
㊍

　
　
14
時
～
15
時
30
分

場 

彦
五
郎
公
園

（
雨
天
時
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

内 

お
花
見

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　

(

⑨
番
窓
口)

☎
４
７-

０
５
５
０(

代)

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
状
況
に
よ
っ
て
は
、

予
定
が
変
更
・
中
止
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家

族
化
、
共
働
き
家
庭
の
増
加
な

ど
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、

高
齢
化
や
子
育
て
世
代
に
対
す

る
支
援
の
あ
り
方
や
環
境
保

全
、
防
災
や
防
犯
面
で
の
問
題

な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
生
活

に
直
接
関
係
す
る
課
題
が
提
起

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
の
価

値
観
が
多
様
化
す
る

な
か
で
、
従
来
か
ら

地
域
が
持
つ
お
互
い

が
助
け
合
う
と
い
う

相
互
扶
助
の
機
能
が

低
下
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　
た
と
え
ば
、
災
害

時
な
ど
の
い
ざ
と
い

う
時
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
地
域
の
つ
な

が
り
が
あ
れ
ば
、
助

け
合
い
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
よ
う
に
な

り
、
被
害
を
少
な
く

で
き
る
こ
と
が
過
去

の
事
例
か
ら
も
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
地
域
に
関
心
を
持
ち
、

日
ご
ろ
か
ら
つ
な
が
り
を
築
い

て
い
く
こ
と
は
大
切
な
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
で

す
。
町
内
会
（
自
治
会
）
に
加

入
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら
「
地
域

の
絆
」
を
育
み
ま
し
ょ
う
。

※
お
住
い
の
地
区
の
町
内
会
や

　
町
内
会
長
が
わ
か
ら
な
い
時

　
は
、
振
興
課
ま
で
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

上
富
田
町
役
場

　
振
興
課

☎ 

４
７
‐
０
５
５
０

【見守り QR コードシール見本】

登録番号

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

いざという時、頼りになるのは地域の絆
～町内会活動（自治会活動）は
住みよいまちづくりの原点～

高
齢
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業

行事名 日　　程 場　　所 対　　象

1 歳半健診 4 月 26 日㊌

上富田町 
保健センター

令和 3 年 8 月・9 月生まれの方

４か月健診
5 月10 日㊌

令和 5 年 1月生まれの方

10 か月健診 令和 4 年 6 月生まれの方

育児相談 (2 か月 ) 
5 月11日㊍

令和 5 年 3 月生まれの方

育児相談 (1 歳 ) 令和 4 年 4 月生まれの方

　令和5年4月16日～5月15日 保
健
セ
ン
タ
ー

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ
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Ⅰ
学
校
教
育
指
導
の
重
点
目
標

　
教
育
基
本
法
の
精
神
に
の
っ
と

り
、
教
育
課
程
の
基
準
と
、
生
涯
学

習
に
基
づ
く
上
富
田
町
の
教
育
目
標

を
踏
ま
え
て
、
一
人
ひ
と
り
が
意
欲

的
に
学
び
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
を
身
に
つ
け
、
変
化
の
激
し
い

社
会
で
「
生
き
る
力
」
を
育
み
、
人

間
性
豊
か
な
児
童
生
徒
の
育
成
を
め

ざ
し
、
次
の
重
点
目
標
を
設
定
す
る
。

＊
重
点
目
標

①
一
人
ひ
と
り
を
生
か
す
教
育
活

動
を
展
開
す
る
中
で
、
基
礎
的
・

基
本
的
な
学
習
及
び
技
能
を
確

実
に
習
得
さ
せ
、
児
童
生
徒
の

個
性
の
伸
長
及
び
自
己
実
現
と

存
在
感
を
育
て
る
。

②
学
び
、
考
え
、
判
断
し
、
自
ら

主
体
的
に
問
題
を
解
決
す
る
力

を
育
て
る
。

 

・
指
導
視
点
の
明
確
化

　
教
え
る
内
容
の
精
選
、
学
習
者
の
体

験
的
な
学
び
、
能
動
的
な
学
び
等
。

③
生
命･

人
権
を
尊
重
す
る
心
や
他
を
思

い
や
る
心
・
感
動
す
る
心
を
育
て
る
と

と
も
に
、
自
然
を
大
切
に
し
、
環
境
の

保
全
に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
。

④
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
培
い
、

国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
と
し

て
の
自
覚
を
育
て
、
世
界
の
平
和

と
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
。

⑤
個
人
の
価
値
と
能
力
を
尊
重
す
る
と
と

も
に
、
職
業
及
び
生
活
と
の
関
連
を
重

視
し
、
勤
労
を
重
ん
ず
る
態
度
を
養
う
。

⑥
日
常
生
活
に
お
い
て
適
切
な
体
育
・
健

康
に
関
す
る
活
動
の
実
践
を
促
し
、
生

涯
を
通
じ
て
健
康
・
安
全
で
活
力
あ
る

生
活
を
送
る
た
め
の
基
礎
を
培
う
。

＊
め
ざ
す
子
ど
も
像

　
・
す
す
ん
で
考
え
る
子

　
・
心
豊
か
に
活
動
す
る
子

　
・
体
を
き
た
え
る
元
気
な
子

　
・
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思
う
子

　
・
視
野
を
広
く
も
つ
子

＊
め
ざ
す
教
職
員
像

①
授
業
力
の
向
上
を
め
ざ
す
教
職
員

②
児
童
生
徒
と
共
に
歩
む
教
職
員

③
き
め
細
や
か
で
対
応
の
温
か
い
教
職
員

④
人
権
意
識
・
感
性
豊
か
な
教
職
員

⑤
開
か
れ
た
学
校
を
め
ざ
す
教
職
員

Ⅱ
学
校
教
育
充
実
に
あ
た
っ
て
の

努
力
目
標

⑴
学
校
経
営
の
確
立

　
　
学
校
長
は
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
も

ち
学
校
経
営
方
針
を
ス
ク
ー
ル
プ
ラ
ン

に
示
し
、
教
職
員
と
共
有
し
学
校
運
営

協
議
会
の
承
認
を
得
て
、
児
童
生
徒
に

授
け
る
資
質
・
能
力
の
育
成
に
努
め
る
。

①
調
和
と
統
一
の
あ
る
学
校
経
営
「
ス

ク
ー
ル
プ
ラ
ン
に
よ
る
学
校
経
営
」

②
創
意
、
特
色
の
あ
る
学
校
運
営

「
生
涯
学
習
の
基
礎
と
な
る
「
生

き
る
力
」
の
育
成
」

③
研
修
の
充
実
　｢

現
職
教
育
の

充
実
・
深
化｣

　

④
家
庭
と
地
域
社
会
等
と
の
連
携「
家

庭
・
地
域
の
教
育
力
と
の
協
働
」

⑤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学

校
運
営
協
議
会
）
の
設
置
と
運
用

⑵
教
育
内
容
の
充
実
（
指
導
内
容

の
精
査
と
時
間
管
理
で
深
い
学

習
・
授
業
に
）

　
　
和
歌
山
県
「
学
校
教
育
指
導

の
方
針
と
重
点
」
を
参
酌
し
、

特
に
、授
業
づ
く
り
３
原
則
「
本

時
の
目
標
提
示
、
課
題
追
究
の

明
確
化
（
書
く
活
動
の
設
定
）、

ま
と
め
（
振
り
返
り
設
定
）」

を
周
知
し
「
わ
か
る
・
学
習
の

お
も
し
ろ
さ
が
実
感
で
き
る
授

業
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
。

①
教
科
等
指
導
の
充
実
「
自
ら
学

ぶ
意
欲
と
考
え
る
力
を
育
て
る
」

②
道
徳
教
育
の
充
実「
自
ら
を
律
し
、

他
を
思
い
や
る
心
を
育
て
る
」

③
保
健
体
育
・
安
全
指
導
「
健
や
か

で
た
く
ま
し
い
心
と
体
を
育
て
る
」

⑶
教
育
機
能
の
推
進

①
人
権
教
育
の
推
進
「
す
べ
て
の
子
に

健
全
な
発
達
と
人
権
感
覚
を
養
う
」

②
生
徒
指
導
の
充
実
強
化
「
教
職

員
は
よ
く
聞
き
、
公
平
で
温
か

さ
と
厳
し
さ
を
基
に
」

③
特
別
支
援
教
育
・
障
害
の
あ
る
児

童
生
徒
の
教
育
の
充
実
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
」

④
進
路
指
導
の
推
進
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）

「
望
ま
し
い
職
業
観
・
勤
労
観
の
育
成
」

⑤
情
報
活
用
能
力
の
育
成
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
充
実
と
進
展
」

⑷
当
面
す
る
課
題
へ
の
対
応

①
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
内

容
の
達
成
・
充
実
に
努
め
る
。

・
学
習
指
導
要
領
の
研
修
と
実
践

化
に
努
め
る
。

・
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
へ
向
け
て
取
組
を
進
め
る
。

②
小
学
校
に
お
け
る
外
国
語
教
育

の
内
容
充
実
に
努
め
る
。

・
英
語
活
動
を
小
学
校
３
・
４
年
に

35
時
間
、
英
語
科
を
５
・
６
年

に
70
時
間
行
う
。

・
大
学
生
と
の
交
流
に
よ
り
外
国

語
に
親
し
む
と
と
も
に
視
野
を

広
げ
る
機
会
を
設
定
す
る
。

③
英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
複
数

配
置
に
よ
り
、
小
・
中
学
校
で
の
英

語
教
育
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
国
際
理
解
教
育
を
進
め
る
。

④
県
教
育
委
員
会
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
教
育
相
談
体
制(

ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
・
不
登
校
支
援
員
・
訪

問
支
援
員
等)

や
指
導
体
制
を
整
え
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
社
会
的
自
立
に

向
け
た
取
組
を
進
め
る
。
ま
た
、
校

内
対
策
委
員
会
や
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
（
適
応
指
導
教
室
）
の
充
実
を

図
る
と
共
に
、
関
係
機
関
等
と
連
携

し
な
が
ら
適
切
な
対
応
を
進
め
る
。

⑤
授
業
時
数
の
確
保
に
留
意
し
、
年

間
教
育
計
画
や
校
時
、
学
校
行
事

等
の
見
直
し
に
努
め
る
。

⑥
自
他
の
生
命
を
大
切
に
し
た
交

通
安
全
指
導
の
推
進
に
努
め
る
。

⑦
学
校
規
模
に
応
じ
た
小
学
校
教

科
担
任
制
の
実
施
に
向
け
て
取

組
を
推
進
す
る
。

⑧
国
際
理
解
教
育
推
進
の
た
め
、
中

学
生
・
教
員
の
海
外
研
修
及
び

外
国
人
受
け
入
れ
に
よ
る
国
際

交
流
に
努
め
る
。（
上
富
田
町
国

際
交
流
協
会
と
の
連
携
）

⑨
地
域
等
と
の
交
流
「
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
」
の
充
実
。（
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
）

・
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
・

充
実
。（
地
域
人
材
の
活
用
、

共
育
ミ
ニ
集
会
の
充
実
等
）

・
地
域
学
習
、
地
域
教
材
の
活
用
。

(
ふ
る
さ
と
学
習)

・
教
職
員
・
児
童
生
徒
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
、

体
験
交
流
学
習
、
奉
仕
活
動
、
福
祉
活
動
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
。

・「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に

よ
る
学
校
教
育
の
活
性
。

⑩
主
権
者
教
育
や
消
費
者
教
育
に
つ
い
て

発
達
段
階
に
応
じ
た
取
組
を
進
め
る
。

⑪
「
児
童
表
彰
に
関
す
る
条
例
」

の
的
確
な
推
進
に
努
め
る
。

⑫
「
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
等
地
域
支

援
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
」
推
進
事

業
の
取
組
を
進
め
る
。

⑬
教
職
員
の
危
機
管
理
能
力
の
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
定
期

的
に
防
災
教
育
や
防
災
訓
練
等

を
実
施
す
る
。（
第
三
日
曜
日「
家

庭
の
日
」
を
防
災
の
日
と
す
る
）

⑭
児
童
生
徒
の
学
校
外
に
お
け
る

安
全
確
保
の
た
め
に
知
恵
を
出

し
合
い
、
保
護
者
・
地
域
と
連

携
し
た
取
組
を
進
め
る
。

⑮
家
庭
学
習
の
定
着
、
習
慣
化
に

向
け
た
取
組
を
保
護
者
と
連
携

し
て
進
め
る
。

⑯
学
校
間
連
携
の
推
進
を
図
り
、

９
年
間
を
見
通
し
た
系
統
性
を

共
有
し
連
携
に
努
め
る
。

⑰
「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」

に
の
っ
と
り
、
充
実
し
た
読
書

活
動
に
取
り
組
む
。

令
和
５
年
度 

研
究
等
指
定
学
校

 

・
町
指
定
研
究
学
校

　
上
富
田
中
学
校
（
令
和
４
～
５
年
度
）

　
朝
来
小
学
校
（
令
和
５
～
６
年
度
）

 

・
上
富
田
町
地
域
学
校
保
健
委

員
会
当
番
校

　
岩
田
小
学
校

 

・
上
富
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校

　
全
６
校
　
　

令
和
５
年
度

 
学
校
教
育
指
導
方
針
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蝌
蚪
の
紐
田
ん
ぼ
の
学
校
は
ず
む
声

縁
側
や
四
温
の
恵
み
日
も
す
が
ら

黒
板
に
残
る
言
葉
や
卒
業
子

き
さ
ら
ぎ
や
窓
越
し
の
日
を
手
に
膝
に

木
村
　
圀
夫

宮
本
　
　
操

田
浦
　
陽
子

松
本
武
千
代

雪
が
や
ん
だ

外
に
出
て
み
る
と

足
跡
が
あ
る

ポ
ツ
ポ
ツ
ポ
ツ

ツ
ツ
ツ
ツ
ツ

ボ
ッ
ス
ン
ボ
ッ
ス
ン

元
気
な
足
跡

残
っ
て
い
た
よ
。

月
明
り
ひ
ざ
掛
け
肩
に
し
ん
こ
き
ゅ
う
遠
く
で
騒
ぐ
野
良
猫
の
声

稗
田
　
満
代

夕
暮
れ
の
川
辺
に
一
羽
青
鷺
の
さ
び
し
げ
に
立
つ
せ
せ
ら
ぎ
の
中

山
口
さ
と
江

購
い
ぬ
ほ
う
れ
ん
草
に
一
片
の
な
ず
な
厨
に
小
さ
き
春
を

稲
田
　
和
代

図書館からのお知らせ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

８０歳の壁　　　　　

成熟スイッチ　　　　

＃真相をお話します

しろがねの葉　　　　

荒地の家族　　　　　

汝、星のごとく　　　

地図と拳　　　　　　

方舟　　　　　　　　

天路の旅人　　　　　

変な絵　　　　　　　

和田　秀樹　

林　真理子　

結城　真一郎

千早　茜　　

佐藤　厚志　

凪良　ゆう　

小川　哲　　

夕木　春央　

沢木　耕太郎

雨穴　　　　

幻冬舎

講談社

新潮社

新潮社

新潮社

講談社

集英社

講談社

新潮社

双葉社

『セカンドチャンス』

　親の介護をしているうちに、独

身のまま51歳になっていた麻理。

　自分の人生はこのまま終わっ

ていくのかと、寂しい思いを抱い

ていました。そんななか、生活習慣病の診察を受ける

と、医師から「痩せないと命に係わる」と言われ、麻

理は水泳教室に通い始めます。そして、なんと水泳大

会に出場するまでに上達していくのです。いつからで

も、誰にでもチャンスはある。何歳になってもチャレン

ジ精神を持ち、少しでも成長していきたいと思わせて

くれる小説です。

篠田　節子/著

講談社

（
投
稿
歓
迎
）

『
雪
の
上
の
足
跡
』

　
　

朝
来
小
学
校　

４
年　

山
西　

陽
彩

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇
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卒
業
と
い
う
人
生
の
節
目
を

迎
え
て
、
将
来
の
目
標
に
向
か

い
精
い
っ
ぱ
い
努
力
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
の
卒
業
生
数
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
○
生
馬
小
学
校
　
　
15
名

　
○
朝
来
小
学
校
　
　
78
名

　
○
岩
田
小
学
校
　
　
19
名

　
○
岡
小
学
校
　
　
　
16
名

　
○
市
ノ
瀬
小
学
校
　
21
名

　
　
　
　
　
　
合
計
　
149
名

　
○
上
富
田
中
学
校
　
151
名

卒
業
生
の
皆
さ
ま
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
健
康
や
安
全
に
気
を
つ
け

て
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
の
入
学
生
数
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
３
月
現
在
）

　
○
生
馬
小
学
校
　
　
15
名

　
○
朝
来
小
学
校
　
　
79
名

　
○
岩
田
小
学
校
　
　
22
名

　
○
岡
小
学
校
　
　
　
11
名

　
○
市
ノ
瀬
小
学
校
　
24
名

　
　
　
　
　
　
合
計
　
151
名

　
○
上
富
田
中
学
校
　
136
名

入
学
生
の
皆
さ
ま
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

詳細については、各公民館担当にお問い合わせください。

あなたも参加しませんか！？

教育委員会事務局 ☎ ４７-５９３０問

令和5年度サークル生大募集！！
内容

生け花

茶　道

俳　句

絵　画

俳　画

水彩画

絵手紙

パッチワーク

囲　碁

歌謡クラブ

卓　球

ジャズダンス

フラメンコ

社交ダンス

筋力トレーニング・ストレッチ

ヨガ

太極拳

健康体操

楽器演奏クラブ

コーラス

オーケストラ

キックボクササイズ

山歩き

実施場所

芦山分館

下鮎川分館

朝来公民館

岩田公民館

市ノ瀬公民館

岩田公民館

大谷分館

朝来公民館

朝来公民館

岩田公民館

岩田公民館

市ノ瀬公民館

市ノ瀬公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

岩田公民館

市ノ瀬公民館

朝来公民館

朝来公民館

市ノ瀬公民館

朝来公民館

朝来公民館

大谷分館

和歌山県内

開催日

毎月第３水曜日

毎月第３木曜日

毎月第２土曜日

毎月第１火曜日

毎月第３日曜日

毎月第２土曜日

毎月第１・第３月曜日

第３水曜日

毎月第２・第４火曜日

毎月第２木曜日

毎月第３土曜日

毎週土曜日

毎月第１・第３・第４土曜日

毎週土曜日

毎週火曜日

毎週金曜日

毎週日曜日

毎週水曜日

毎週木曜日

毎週火曜日

毎月第４火曜日

毎週木曜日

毎週火・木曜日

毎週水・木曜日

毎週月曜日

毎月第２・第４水曜日

毎週日曜日

毎週月曜日

奇数月第２日曜日

時間

夜間

夜間

午後

夜間

午後

午後

午後

午前

午後

夜間

午後

午後

夜間

夜間

夜間

夜間

夜間

夜間

夜間

夜間

午前

午前

午前

午前

夜間

午前

午前

夜間

終日
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公民館からのお知らせ

岩田公民館朝来公民館

文化財めぐり ～湯浅伝建地区と広川の防災遺産～参加者募集　　手話教室 文化財めぐり 参加者募集

初回4月12日㊌午後7時～8時30分
以降、㊌毎月２回程度
朝来公民館
無料
15名（先着順）
4月3日㊊以降で朝来公民館へお申し込み
ください。
(㊍・㊐を除く午前9時00分～午後4時00分)

時

場

費

定

申

朝来公民館　☎　47-0545問

5月13日㊏午前8時～午後4時30分頃
高野山金剛三昧院

旧和歌山県議会議事堂

岩田公民館

3,000円（昼食代・保険代込）

※昼食は、角濱ごまとうふ総本舗にて「金剛懐石」

16名（先着順）

岩田・岡在住の方

4月７日㊎～5月8日㊊
町内の方

4月14日㊎～5月8日㊊
※参加費を添えて岩田公民館へお申し込み

　ください。

時

場

集

費

定

申

岩田公民館　☎　４７‐２０２０問

　
平
素
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
に
皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
封
筒
募
金

は
、
83
万
２
千
８
３
２
円
（
３
月
１
日
現
在
）
と
、
た
く
さ
ん
の
善
意
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
都
市
と
の
交
流
事
業
な
ど
急
遽
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
持
続
可
能
な
方
策
を
思
案
し
、

万
全
な
対
策
を
講
じ
て
一
つ
で
も
多
く
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
努
め

ま
し
た
。

　
こ
の
大
切
な
お
金
は
、
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
て
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
約
束
し
、
こ
こ
に
ご
報
告
を
兼
ね
て
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
の
善
意
の
寄
付
金
は
次
の
よ
う
な
活
動
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◆
主
な
活
動
と
し
て

①
健
や
か
な
青
少
年
を
育
て
る
た
め
の

　
・
各
種
体
験
、
子
ど
も
議
会

　
・
夏
休
み
読
書
マ
ラ
ソ
ン

　
・
各
校
区
協
議
会
活
動

②
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
の

　
・
春
、
夏
、
冬
の
子
ど
も
を
守
る
運
動
の
推
進

　
・
き
し
ゅ
う
君
の
家

③
非
行
防
止
の
た
め
の

　
・
広
報
車
に
よ
る
巡
回
活
動
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

　　
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、
今
後
も
地
域
・
家
庭
・
関
係
機
関
等

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
健
全
育
成
や
環
境
浄
化
活
動
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

青
少
年
育
成
町
民
会
議

封
筒
募
金（
青
少
年
健
全
育
成
募
金
）活
動
の
報
告
と
御
礼

　
令
和
５
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
の
加
入
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
５
年
度

か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入

の
み
で
の
受
け
付
け
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
。

◆
対
象
と
な
る
事
故
　

団
体
活
動
中
の
事
故
、
往
復

中
の
事
故
等

◆
補
償
内
容
　

傷
害
保
険
（
通
院
、
入
院
、

後
遺
障
害
、
死
亡
）・
賠
償

責
任
保
険
等

◆
対
象
団
体
　

４
名
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
・
社
会
教
育
関
係
団
体
等

◆
保
険
期
間
　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

令
和
６
年
３
月
31
日

◆
掛
金
　
　
　

１
人
年
額
８
０
０
円
～
（
団

体
の
活
動
内
容
・
年
齢
等
に

よ
り
異
な
り
ま
す
）

◆
説
明
資
料
の
配
布
場
所

　
教
育
委
員
会
事
務
局

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

令
和
５
年
度

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

加
入
の
ご
案
内
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生馬公民館

岩田公民館

朝来公民館

市ノ瀬公民館

　改修工事を終え、リニューアルされた公民館での最

初の作品展になりました。

　天候にも恵まれ来館者が多く、盛況を博しました。

　岩田・岡地域の皆さん、そしてパッチワーク、絵手

紙、紀伊葛句会の公民館サークル、近隣の学校関係、

岡老人クラブなど各種団体の方々による、創意工夫が

みられ丁寧に仕上げられた作品を展示。来場者を魅了

した作品展となりました。

　２日間にわたり２年ぶりに作品展を実施しました。

子ども作品や手芸、書道、生け花、盆栽、着付け、木の

オブジェなど多彩な作品が数多く寄せられ、引き続き

実施したロビー展と合わせて大勢の参観者の目を楽し

ませてくれました。

　２年ぶりの開催からか作品数が減ったのは残念で

すが、多彩な作品を展示することができました。雨模

様で、来館者も幾分少ないようでしたが、作品展が開

催できてよかったです。

生  馬 ・ 朝  来 ・ 岩  田 ・ 市 ノ 瀬 各公民館で作品展を開催
    　   (2/11・12)   (2/11・12)   (2/18・19)    　 (2/19)          
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　文化財めぐり 学びの多かったクッキング教室市ノ瀬公民館

岩田公民館

門 垣 経 塚 展 空から灰が降ってきた話

　３月４日に、県立自然博物館と紀伊風土記の丘を

１９名で訪問してきました。

　県立自然博物館は、和歌山の生物を中心に展示し

ており、生きたまま展示する水族館のような展示コー

ナーと地質・化石、植物や貝類、昆虫などの動物を標

本や模型で展示するコーナーに分かれていました。

見応えがあり、恐竜の化石に見入りました。

　昼食は、道の駅 四季の郷公園です。和歌山の産品

を使った「四季の恵み定食」をいただき、広い公園を

散策しました。

　午後は紀伊風土記

の丘に移動。２組に分

かれてガイドさんの

説明を聞きながら巡

りました。

　展示館では、出土

した埴輪からわかる

ことを教えてもらいました。次に裏山へ。山の斜面に

は大小の盛り上がった部分がたくさんあり、そのほと

んどが古墳とのこと。数は日本一だそうで、そのうち

の一つの横穴式の石室に入ることができました。「古

墳時代には栄えていたんでしょうね」とのつぶやき

も。

　令和５年１月２４日に上富田町指定文化財に指定

された門
もんがき

垣経塚についての関連物をロビー展示して

います。

　門垣経塚は、江戸時代に川原石に経典の一字を写

経したものを奉納したもので、市ノ瀬地区で出土した

ものです。

　貴重な史料となりますので、是非ご覧ください。

期　４月２８日㊎まで

　　午前8時30分～午後5時15分（平日）

場　上富田文化会館　1階ロビー

問　教育委員会事務局　 ☎４７‐５９３０

　３月２日、参加者１６名で、講師に津軽貞子さん、ア

シスタントに坂口照代さん、ともに岡在住のお二人を

迎えてクッキング教室を開催。「梅ジャム・梅みそ・い

ちご大福」作りをしました。甘い香りが漂う中、和やか

な雰囲気で料理に取り組みました。

　「梅ジャム」は、津軽さんが用意された冷凍の黄熟

梅を使い、皮をむき果肉を潰
つぶ

して濾
こ

し 、砂糖を加え

て煮詰めると、まろやかな風味のある梅ジャムが仕上

がりました。

　「梅みそ」は、途中まで梅ジャムと同じ作り方で、み

そを溶かし砂糖で甘さを調整しながら完成させまし

た。

　「いちご大福」

は、もち米を原料と

した白玉粉やいち

ご、こし餡
あん

、砂糖な

どを使い、まるで

店頭に並んでいる

ようないちご大福

に仕上がり感激。

　講師先生の分かり易いご指導により、学びの多い楽

しいクッキング教室となりました。

　調べ物があり『田辺万代記』(※)に目を通してい

たところ「朝来等に灰降る」という記事を見つけまし

た。

　安永８年(1779)１０月１日の宵あたりから灰のような

ものが降ってきて、親類の家々を見回り合ったという

ことです。２日の朝には降りやんだようですが、屋根や

垣、草木に３㎝ぐらい積もったとのことです。朝来・富

田には３日まで降ったが「是ハ風之模様ニよるか」と

書かれていました。

　では、安永８年に何があったのかと調べてみます

と、桜島（鹿児島県）の大噴火（安永の大噴火）が１０

月１日から始まったとあり、火山活動により153名が亡

くなられたとありました。

　今は、その日にあった世界中の出来事も瞬時に分か

る時代ですが、当時はどの程度で分かることができた

のでしょうか。

　また、この地域にお住まいの方々は、この「灰」のこ

とをどう思ったのでしょうか。後日、桜島の噴火と知っ

たのでしょうか。ふと気になりました。　　（大谷）

(※)文明3年(1471)～天保10年(1849)間の紀州田辺領における

　  日常的な記録書
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近
年
、
全
国
的
に
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
（
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）

の
生
息
区
域
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。

　
春
夏
期
で
は
、
深
水
と
な
っ

た
部
分
で
被
害
が
生
じ
や
す

く
、
移
植
苗
の
食
害
を
防
止
す

る
た
め
に
は
、
田
植
え
前
後
に
、

薬
剤
散
布
や
浅
水
管
理
な
ど
の

防
除
対
策
を
組
み
合
わ
せ
て
実

施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

防
除
対
策
の
例

①
薬
剤
に
よ
る
駆
除

　
田
植
え
後
の
ま
だ
や
わ
ら
か

い
稲
を
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は

好
ん
で
食
べ
ま
す
。
駆
除
剤

や
水
稲
用
殺
虫
剤
を

田
植
え
後
に
散
布
し

駆
除
し
ま
す
。

②
耕
う
ん
に
よ
る
予

防
対
処
法

　
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

は
、
寒
さ
に
弱
い
生

き
物
で
す
。
寒
く
な

る
と
土
の
中
に
潜
る

こ
と
で
寒
さ
を
し
の

ぎ
ま
す
。
そ
れ
を
ト

ラ
ク
タ
ー
で
浅
く
耕

う
ん
し
、
粉
砕
し
た

り
、
殻
を
傷
つ
け
て

耐
寒
性
を
低
下
さ
せ

て
駆
除
し
て
い
く
こ

と
が
冬
場
に
は
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
で
、
田

植
え
時
の
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
の
量
は
非
常
に
少
な
く

な
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
農
林
水
産
省

Ｈ
Ｐ
に
春
夏
期
、
秋
冬
期
の
詳

細
な
対
策
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
本
貝
に
は
人
体
に
有

害
な
寄
生
虫
（
広
東
住
血
線
虫
）

が
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
ゴ

ム
手
袋
や
ゴ
ミ
拾
い
用
ト
ン
グ

な
ど
を
使
用
し
、
素
手
で
は
扱

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
和
歌
山
県
警
察
で
は
、
令
和

５
年
度
第
１
回
和
歌
山
県
警
察

官
Ａ
採
用
試
験
の
受
験
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格

　
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
（
短
期

大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
方

ま
た
は
令
和
６
年
３
月
末
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
方

問 
白
浜
警
察
署
　
警
務
課
　
　

　
☎ 

４
３
‐
０
１
１
０

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
農
業
水
産
振
興
課

☎ 

２
６
‐
７
９
４
１

振
興
課
　
農
林
水
産
班

（
⑦
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
０

【
農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ
】

h
ttp

s://w
w

w
.m

a
ff.g

o
.jp

/j/

sy
o
u

a
n

/sy
o
k
u

b
o
/g

a
ic

y
u

/

siry
ou

2
/su

k
u
m

i/su
k
u
m

i.h
tm

l

試
験
名

試　験　日　程

受付
期間

第１次試験日
第２次
試験日

第３次
試験日試験日 試験地

警
察
官
A

3/1 ～
4/14

5/14㊐ 和歌山市
田辺市

6/5㊊、6㊋の
うちどちらか
1日と6/7㊌の
2日間

7/6㊍、7㊎
のうちどち
らか1日

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は

原
則
禁
止

和
歌
山
県
警
察
官
Ａ

採
用
試
験
受
験
者
募
集

　
メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は
、
原
則
禁

止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
飼
養
登
録
さ
れ
て
い

る
メ
ジ
ロ
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
飼
養
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
野
外
で
野
鳥
を
観
察
で

き
な
い
高
齢
者
な
ど
は
捕
獲
が

許
可
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

捕
獲
許
可
に
つ
い
て

西
牟
婁
振
興
局
　
衛
生
環
境
課

☎
２
６
‐
７
９
３
４

飼
養
登
録
に
つ
い
て

振
興
課
　
農
林
水
産
班

　
　
　
　
　
　（
⑦
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

問 

和
歌
山
県
　
環
境
生
活
部

自
然
環
境
室

☎
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
７
７
９

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策
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職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

４
月
13
日
㊍

　
　 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

企
画
産
業
課

☎ 

２
６
‐
７
９
４
７

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

４
月
18
日
㊋

　
　 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

総
務
健
康
安
全
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
１

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

火
災
出
動

　
出
火
件
数
は
４
件
で
、
前
年

と
比
較
す
る
と
３
件
減
少
し
ま

し
た
。

　
火
災
の
種
別
は
、
建
物
火
災

が
２
件
、
そ
の
他
の
火
災
が
２

件
で
し
た
。

救
急
出
動

　
出
動
件
数
は
６
９
４
件
で
、

前
年
と
比
較
す
る
と
47
件
増
加

し
ま
し
た
。

　
救
急
の
種
別
で
は
、
急
病
が

４
６
５
件
と
最
も
多
く
、
次
い

で
、
一
般
負
傷
が
１
３
０
件
、

交
通
事
故
が
39
件
で
し
た
。

　
救
急
出
動
の
う
ち
、
救
急
搬

送
に
至
っ
た
傷
病
者
は
６
２
４

人
で
す
。
そ
の
う
ち
軽
症
が

３
８
３
人
と
最
も
多
く
、
次
い

で
中
等
症
が
１
７
９
人
、
重
症

が
37
人
、
死
亡
が
25
人
で
し
た
。

救
助
出
動

　
出
動
件
数
は
19
件
で
、
前
年

と
同
じ
で
し
た
。

　
救
助
の
種
別
は
、
交
通
と
そ

の
他
の
事
故
が
多
く
、
そ
れ
ぞ

れ
８
件
で
し
た
。

警
戒
出
動

　
警
戒
出
動
と
は
、
交
通
事
故

等
に
よ
る
危
険
物
の
漏
え
い
に

対
す
る
応
急
措
置
、
火
災
予
防

上
警
戒
が
必
要
な
燃
焼
現
象
の

確
認
、
救
急
隊
の
支
援
活
動
等

の
出
動
を
い
い
ま
す
。

　
出
動
件
数
は
94
件
で
、
前
年

と
比
較
す
る
と
２
件
増
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
野
焼
き
等
の
焼

却
行
為
に
関
す
る
警
戒
出
動
は

８
件
で
し
た
。

　
燃
え
広
が
り
、
火
災
と
な
っ

た
事
例
も
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
火
の
取
扱
い
に
は
、
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

田辺市消防本部

YouTube 公式チャンネル

ぜひご覧ください！

●
火
災
・
救
急
・
救
助
は
、

　「
１
１
９
」
番
へ

●
救
急
車
を
呼
ぶ
か
判
断
に

迷
っ
た
と
き
は････

　「
♯
７
１
１
９
」
番
へ

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

　
田
辺
市
消
防
本
部

　「
２
２
‐
０
１
１
９
」
番
へ

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

◆
税
目
　
　

　
軽
自
動
車
税
（
第
１
期
）

◆
納
期
限
　

　
５
月
１
日
㊊

※
納
期
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、

督
促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

問 
税
務
課
　
収
納
班
（
⑥
番
窓
口
）

　
　
☎
３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
2
月
分
）

（
悠
輔
・
真
依
）　

（
茂
・
万
里
奈
）　

（
満
大
・
睦
）　
　

（
俊
曉
・
あ
す
か
）

（
健
生
・
千
枝
）　

上
富
田
町

朝

来

市
ノ
瀬

朝

来

市
ノ
瀬

阪さ
か
も
と本

　
琉る

な月

下し
も
け

茂も

あ

な
ア
奈

北き
た
や
ま山

　
志ゆ

き
と人

長な
が
い井

　
咲さ

ち
か積

平ひ
ら
ま
つ松

　
蓮れ

ん
か花

朝

来

市
ノ
瀬

朝

来

岩

田

朝

来

朝

来

朝

来

岩

田

朝

来
岡

市
ノ
瀬

朝

来

南
紀
の
台

市
ノ
瀬

竹
本
　
幸
男

白
瀧
嘉
壽
虎

栗
田
　
一
馬

小
倉
　
　
通

田
中
　
順
子

野
田
　
迪
子

藤
田
　
正
剛

坂
本
　
郁
平

北
條
　
君
代

折
尾
美
智
枝

岡
本
　
幸
子

小
山
　
幸
雄

宮
地
　
安
廣 

五
味
　
高
廣

86
歳

90
歳

88
歳

86
歳

74
歳

88
歳

86
歳

86
歳

96
歳

92
歳

90
歳

84
歳

72
歳

79
歳

前月比
総 数 15,712 人 -4

男 性 7,523 人 -3

女 性 8,189 人 -1

世帯数 7,455 世帯 +3

上富田町の人口と世帯数
令和5年 2月末現在

堀
　
　
元
樹

清
水
　
彩
夏

朝

来

朝

来

｛

松
井
　
　
祭

田
上
　
千
夏

上
富
田
町

田
辺
市

｛

上
富
田
消
防
分
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

上
富
田
消
防
分
署
に
お
け
る

令
和
４
年
中
の

出 

動 
状 
況

-14-



広
報
か
み
と
ん
だ

N
o.662

編
集 

発
行

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
朝
来
7
6
3
番
地 

上
富
田
町
役
場

電
話 
0
7
3
9-

4
7-

0
5
5
0（
代
表
）
F
A
X 

0
7
3
9-

4
7-

4
0
0
5

　
拠
点
回
収
場
所
に
て
刃
物
等
の
危
険
物
が
入
っ
て
お
り
、
ケ
ガ
を
す

る
事
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
回
収
品
目
以
外
の
も
の
は
不
法
投
棄
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
　
　

　
ル
ー
ル
を
守
り
、ご
み
拠
点
回
収
事
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
『
ワ
ク
ワ
ク
し
て
る
？
も
う

い
ち
ど
７
歳
の
目
で
世
界
を
！
』

を
テ
ー
マ
に
、
平
成
30
年
５
月

に
上
富
田
町
で
開
校
し
ま
し

た
。
一
期
半

年
で
こ
の
３

月
に
第
９
期

が
修
了
し
ま

す
。

　
毎
月
第
２

土
曜
日
午
後

に
、
講
師
先

生
の
90
分
の

授
業
が
、
２

コ
マ
あ
り
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利

活
用
し
た
起

業
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
や
町

づ
く
り
、
最

先
端
技
術
、

農
業
や
食
な

ど
多
才
な
講

師
陣
の
授
業

を
聴
い
て
、

刺
激
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
更
に
授
業

を
受
け
る
だ

け
で
は
な
く
、
ク
ラ
ブ
活
動
が

あ
り
、
生
徒
同
志
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
講
師
先
生
か
ら
刺
激
を
受
け

吸
収
し
た
こ
と
、
生
徒
同
士
で

作
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
こ
の

上
富
田
を
中
心
に
広
げ
て
い
ま

す
。

　
４
月
か
ら
は
第
10
期
（
４
月

～
９
月
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　
今
回
は
集
英
社
で
キ
ャ
プ
テ

ン
翼
を
担
当
さ
れ
た
方
や
東
京

大
学
先
端
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

教
授
、
起
業
や
教
育
、
農
業
や

動
画
…
多
様
な
先
生
方
に
来
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
授
業
日
程
は
、
４
月
８
日
、

５
月
13
日
、
６
月
10
日
、
７
月

８
日
、
８
月
19
日
、
９
月
９
日

の
全
６
回
、
土
曜
日
の
午
後
１

時
か
ら
90
分
の
授
業
が
２
コ
マ
。

　
開
校
当
初
は
リ
ア
ル
授
業
の

み
で
し
た
が
、
２
年
半
前
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
受
講

も
併
用
し
て
い
る
の
で
、
遠
方

の
方
や
在
宅
ワ
ー
カ
ー
、
子
育

て
世
代
の
方
も
受
講
で
き
ま
す
。

費 

１
万
円

　 

学
生
は
無
料

（
但
し
、
積
極
的
に
運
営
の
お

手
伝
い
を
す
る
）

対 

年
齢
15
歳
以
上

　 

（
子
ど
も
同
伴
可
能
）

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
あ
る
こ

と
（
基
本
、
連
絡
が
メ
ー
ル
に

な
り
ま
す
）

企
業
枠 

２
期
１
口
　
２
万
円

（
年
間
全
12
回
）

１
回
の
授
業
に
１
名
の
受
講

※
受
講
者
は
毎
回
変
更
可
能

申 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

『
紀
州
く
ち
く
ま
の
』
で
検
索

h
ttp

s://w
w

w
.n

e
c
h
u
k
u
c
h
i

k
u
m

an
o
.co

m

問 

一
般
社
団
法
人

紀
州
く
ち
く
ま
の
未
来
創
造
機
構

場 

上
富
田
産
業
・
文
化
交
流
館

☎ 

３
４
‐
３
１
１
５

徹
底
し
よ
う
！
ゴ
ミ
の
分
別
！

　
第
10
期
　
入
学
受
付

紀
州
く
ち
く
ま
の
熱
中
小
学
校

熱中小学校授業風景（生馬：芦山分校跡）


